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(A) 困 - 1 for O≦〃入丁2≦4
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Peptide (Ala)10 (Val)10 (Gly)10
r 250 300 350 250 300 350 250 300 350
AG -4.3 -3.0 -i.9 0.41 0.79 1.1 2.7 3.1 3.6
AH -10.6 -10.1 -10.1 12.1 -0.94 -1.8 1.3 0.28 -0.29
TAS -6.5 -7.2 -8.3 -1.0 -I.6 -3.8 -0.4 -I.9 -4.i
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5.おわりに
本稿ではスーパーコンピューターを使用した物理学の研究例を幾つか紹介した｡全然
違った分野の研究を取り上げたが､勿論､筆者はいろいろなことを広く浅くやることに
意味があると言いたい訳ではない｡むしろ､ひとつのことを深く掘り下げる方が大切だ
と思っている｡しかし､計算機という同じ道具を使う以上､学際的な環境の下で､全然
別の研究分野で開発された手法が大いに役立つことがあることは忘れてはいけないと思
う｡特に､徐冷モンテカルロ法やマルチカノニカル法が更に多くの分野で使われるよう
になることを期待しながら筆を置くことにする｡
本研究は.コ-ネル大学物理学科の木下東一郎氏､RudjerBoskovic研究所(Croatia)の
BeneNizic氏､高エネルギー物理学研究所の川合光氏､ブラウン大学物理学科のHumphrey
Maris氏､日本チバガイギーの菊地武司氏､奈良女子大学化学科の中沢隆氏､京都大学基
礎物理学研究所の福来正孝氏､及びフロリダ州立大学のUlridHansmann氏との共同研
究である｡コンピューターは奈良女子大学情報処理センター ､高エネルギー物理学研究所､
分子科学研究所､CornelNationalSupercomputerFacility､StanfbrdLinearAccelerator
Center､及びSupercomputerComputationsResearchlnstituteのものを使用した｡
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